
各位

NUBIC知的財産情報の要約をお届けいたします。
尚，NUBICベンチャークラブ特別会員，一般会員にはすでにお知らせしています。

固着すべり状態評価システム及び固着すべり状態可視化システム表 題

ロボット、生体部位測定、軟体物の測定、加工食品、簡易的地震発生メカニズム試験装置適用製品

本装置は、センサ先端を軟らかい透明シリコーンゴムにして被試験体に接触移動させて、シリ

コーンゴムの変形、摩擦係数、移動前後の接触面の可視化などを計測できる測定器を目指す。

本装置の、把持するロボット指への適用、肩こりや筋肉や腹腔内圧などの生体部位、ゴムやシ

リコンなどの軟体物、こんにゃくや豆腐などの加工食品への適用も考える。 さらには、簡易的に

地震発生メカニズムを知る試験装置の利用も考える。

目 的

今回開発した滑り・固着の可視化装置は、センサ先端を軟らかい透明シリコーンゴムに
して被試験体に接触移動させる。このときにシリコーンゴムは摩擦により変形して摩擦係
数が測定される。本測定法は、移動前後の接触面の相対変位の変化が静摩擦係数より
も早く現れ、接触面の可視化、滑りと固着の計測、摩擦係数と相対変位との関係などが
判る測定器である。したがって、従来の滑り・固着の可視化装置に比べて、本測定器は
摩擦・磨耗の可視化として有用であり、データに対する信頼性は極めて高い。

本装置は被試験体との接触状態を検出できるほかに、把持するロボット指への適用、
肩こりや筋肉や腹腔内圧などの生体部位の計測、ゴムやシリコンなどの軟体物の硬度測
定やこんにゃくや豆腐などの加工食品の計測にも応用可能である。 さらには、地震発
生に至る滑りと低周波微動を同時発生させ、地震発生メカニズムを再現させる試験装置
としても利用できると考える。
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